
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

『罪 と罰』 に お け る 聖 書 モ チ
ー

フ の 使 用 につ い て

井　桁　貞　義

　本稿は ドス トエ フ ス キ イ の 小説 『罪 と罰』 の 創作 ノ
ー トお よ び最終稿に 現わ

れ る聖 書起源の モ チ ーフ を ま とめ ， そ の 問題点を指摘す る こ とを 目的 とす る 。

　こ の 作家が 作品 中に 多 くの 聖 書起源 モ チ ーフ を使用 し て い る こ とは既 に 幾度

も指摘 されて 来た こ とで あ り， そ の うち 例えば J ・ス タ イ ナ ーは 〈福音書とパ

ウ ロ の 書簡か らの ドス トエ フ ス キ イ の 引用に 関して，一つ の特殊研究が出来 る

だ ろ う〉 とし て い る 。

［1） しか し こ うし た ス タ イ ナ ーの 提言 に もか か わ らず，作

品中 に 聖書 モ チ
ー

フ を追 うとい う作業はそ の後 もソ連や欧米 ， 日本 に お い て ，

客観的か つ 厳密な形で は 思い の ほ か 進め られ て お らず，現在 ま で の 研究 の 集大

成で あ り今後の 研究 の 基礎 となる今次の 全集の 註 も， こ の 問題に つ い て は 多 く

の 遺漏を残 し て い る 。 『罪 と罰』に 関 して は 本稿 の 指摘する モ チ
ー

フ の 半数足

らずに つ い て 語 られて い る の み で ある調 本稿は そ の よ うな 研究史上 の 欠を補

お うとす る もの で ある。

　本稿は こ の 作業 を特に 『罪 と罰』に つ い て 行なお うとす るが ， そ れ は 以下 の

理 由 に よ る
。 すな わ ち 周 知 の よ うに こ の 小説以前に も ドス トエ フ ス キ イ の 文章

の 中に 聖書 の 語句の 引用は 何回か 現われ るわ けだが
，

〔3｝ 聖書 モ チ ーフ が物語の

中に シ ン ボ ル として使用 され ， 小説構成上 の 有機的要素 と し て 組み 込 ま れ て 意

味を もち，それ 故聖書が小説理 解 の 上 で 重要な比重を備え て くる の は， 『罪 と

罰』 以降で あろ うと思わ れる の で ある 。 そ の こ と は こ の 小説の 創作過程で 次の

よ うに し て お こ る 。 f乍家は 踊 ．　H ．カ トコ フ 宛 の 手紙 で 殺人者 の 物語 に つ い て 語

り，〈神の 真理 ， 地上 の 掟〉が勝利を得 る，とした 。 しか し こ の 時 （1865年 9

月10〜15 日）殺人者の 回心 の 道に つ い て は 明確な見通 しが与え られ ず ， 問題は

本 稿に 述べ る よ うに 創作 の 最後 の 段階 まで 未決定の ま まに 残 され て ゆ く。 そ の

模索の 初期段階で く思い 出が頭に 浮か んでは 消え る 。 なぜ母が福音書， タ リ フ

ァ
・ク ミ を読ん で くれ た 時〉とい う聖書 モ チ ーフ が ノ ー トに 書 きつ け られ（VII，

91），
こ れ を転換点 とし て 小説の トーン は 宗教的色彩を濃 くし， 最初期に 出て
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い た 〈元老院広場〉 （VII， 34）に 代表 され る ， 革 命に つ い て の 諸 モ チ ーフ は 表

現面か ら消し去 られ てゆ く。

（4〕 や が て 『悪霊』 の エ ピ グ ラ フ や 『カ ラ マ
・一一ゾフ

の 兄弟』 の 「ガ リ ラ ヤ の カ ナ 」へ と つ なが る聖書 モ チ ーフ の 使用は ， こ の 小説

の 創作過程に お い て作者 の 中に 熟 し て 出現 した もの で あ り，　『白痴』 以後の テ

キ ス トに 関 し て 同様 の 作業を行な うとい う私 の 今後の 課題 の まず最初に ，　 『罪

と罰』か ら見 て お きた い と考え る。

　本稿 で は また フ ォ
ーク ロ ア ・モ チ ー

フ に 注意が払 われ る 。 後 に 見 るよ うに ド

ス ト＝ フ ス キ イ の 作品に お い て は 聖書 モ チ
ー

フ に す ぐ隣 り合 っ て フ ォ
ーク ロ ア

・モ チ ーフ が 響 い て い る と い う こ とが一つ の 重要な特微 と し て ある 。 世界 の 最

近の 研究動向の 一指標 と し て ， ドス トエ フ ス キ イ の 作品 へ の 神話学的 ア ブ P 一

チ と い う こ と があ る が
，

〔S）こ の視角で 創作主体 へ と 向か う研究に お い て は ， お

そ ら く二 つ の方向が 取られ ねばな らな い だ ろ う。 その 一つ は ，小説中の モ チ ー

フ が聖書起源の もの で あ るの か フ ォ
ーク ロ ア 起源 の もの で ある の か とい うこ と

の 判定で あ り，もう
一つ は ，両者 が こ の 作家 に お い て 非常に 密接な関係を も っ

て 現わ れる こ とに つ い て の 統
一

的 な意味の 検討で ある、詳 し く述べ る こ とは 別

の 機会に 譲 るが ， 啓蒙主義お よ び ロ マ ン 主義を そ の 内容 とする で あろ う西欧の

近代精神 の 有様を描 い た r地 下室 の 手記』 の 構想を 中途で 放棄する こ と に な っ

た ドス ト エ フ ス キ イ lt，
　［6〕 お そ ら く， 新た な神話体系 の構築へ と向か っ た 。 自

然的 な共同体を離れて 主 体として成 立 した こ の 《私》 と ， 同様に もう一
つ の 主

体 とし て あ るで あろ う 《他者〉） た ち に よ っ て構成 され る こ の世界 に お い て 《わ

れ わ れ》 と い う人称は い か な る契機に お い て成立 し得る の か ， こ うした 共 同性

へ の 志向が，以後 こ の 作家 の 重要な テ ー
マ の一つ とな る で あろ う。 そ の よ うな

展望の 下に ，本稿は こ れ ま で く神へ 向か う精神 の 志向〉 〈民衆 へ 向か う精神 の

志向〉 とい う大 きな概念に よ っ て 考え られ て来た問題に 対 して，小説中 の 具 体

的 な モ チ ーフ を分析する こ とに よ り新し い 展望を拓 くこ とを究極的な 目的に 据

え て い る 。 その た め の 一
つ の 予備的作業で ある 。

　以下 ，創作 ノ ー トに 言及 しなが ら ， 最終稿に 現 われ る順に 聖書 モ チ ーフ を検

討 し て ゆ くこ とに す る 。

i）　C研 no κueaHzae ・va　znaB κ θ eneyagarOCb，　 a60 　yane θce・lf　Bce　U3Gecmfto 　U

ece 　lnalZ κ oe　cmaHosumCff 　n6Hbl ．lf．（14）　〈連中が うなず き合 っ て も ま ごつ く．

こ と じ ゃ な い 。 なぜな らも は や 全 て は 人 々 に 知 られ て お り ， 全て 隠れた る もの

は 明らか に なる の だ か ら。〉
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　レITaK　He 　60曲Tecb 　Hx ：匪60　HeT 　HH 【lero 　coKpoBeHHoro ，τ｛To 　He 　oTKpb 【nocb

6b1，　H　 TafiHoro ，　 qTo 　 He 　6bvio　6bl　y3HaHo．（MaT ．10，26）； HeT 　HHgero 　coK ・

poBeHHoro ，　uTo 　He 　oTKpN ．uocts　6bl，　va　Ta 臼日oro ，　qero 　He 　y3HanH 　6bl．（∫【yK・

12，2）（T）

　 V ル メ ラ ー ドフ の 告白の 場面 に ぽ幾 つ か の 聖書モ チ ーフ が見 られる 。 まず こ

れ は マ タ イ或い は ル カ に よ る福音書か らの 正 確 で は な い 引用 で ，聖書で は 信仰

を隠すな とい うイ エ ス の 命令で ある 。

ii） Ce　veloee κ ； （14） 〈視 よ，人な り 1〉

　Tor丑a　Bb【meJ1 レlucyc　B　TepHoBoM 　BeH 【工e　H 　B 　6arpHHH【le・レI　cKa3an 　HM

「lnnaT ： ce ，
　
tleaoBeic ！（MoaH．19，5）

i） に す ぐ続い て，マ ル メ ラ
ー ドブ が 自分をキ リ ス トに 擬 し て言 う。

iii）　｝fft‘Bem 　 oiee κα κGapmape 丿　nopuatoao 　Kanepκayxto θa （18）　〈仕立屋

カ ペ ル ナ ウ ーモ 7 の住居で暮して い ます 。〉

　レLocTaB｝IB　Ha3apeT，　 HpH 江［e」I　u　nocenlincH 　B　KanepHayMe　∬pnMopcKQ団

（MaT ．4
，
13）；Hapo 八，　cH 双∬ロェH藪 Bo　TbMe ，　yBuAea 　cBeT 　EenHKHtt ・ HcHA 只uLMM

BcTpaHe 　H　TeHH 　cMepTHo 曲 BoccHH π cBeT ．σ八aT ・4，
16）；Tor八a　OH，　BottAfi

B 　JIo八Ky ，　 nepe11paBH 」Ic矼　06paTHo 　H　npH6bl 毋　B　CBo曲　ropoA ・（MaT・9，1）

　 カ ペ ル ナ ウ ム は 臼本聖書協会訳で は カ ペ ナ ウ ム とされ て お り，ガ リ ラ ヤ 湖北

西 岸の 町 の 名で ある 。 ガ リラ ヤ 伝道 の 根拠地 とされ く己 の 邑〉 と呼 ぼれ る重要

な 土 地 で ある
。

ソ
ー

ニ ャ に 間貸しして い る仕立屋の 一家 と こ の 町 の 名 との 一致

は既に 研究者の 注意を引い た 。
i8｝仕立屋 の 家族た ち の 病気は， イ エ ス に よる様

々 の奇跡 を思 い 起 こ させ る。また カ ペ ル ナ ウ ーモ フ の 家で 老婆 の 妹 リザ ヴ ェ
ー

タ と ソ
ー

ニ ャ は 出会 い ，共に福音書を読む 。
ソ
ー

ニ ャ に よる ラ ザ ロ の 復活 の 朗

読も，さ らに 小説の 終 りで の十字架の 授受 も， こ の 部屋 で 行 な わ れる 。

　 と こ ろ で ，創作 ノ ー トで 仕立屋 の 名前 は yXBaTOB とされ て い た （VII，109）。
こ れ は ア フ ァ ナ ーシ エ フ の 論文〔9｝に起源の ある命名で あ る と推測され る。もと

よ り 《神話学》 は ロ シ ア で は グ リ ム 兄弟に 代表され る ドイ ツ ・ロ マ ン 主義 の 影

響下に 19世紀前半に 成立 した もの で ある が，〔tOt ドス トエ フ ス キ イ が こ の ア フ ァ

ナ ー
シ エ フ の 雑誌論文を読ん で い た こ と，

《神話学》 とい う概念を知 っ て い た

こ とが 『ス チ ェ パ ン チ コ ヴ ォ 村』中の 言及 に よ っ て知 られ る （III， 135）。 小説

中 ， 仕立屋の名前を ウ フ ヴ ァ
ー

ト フ とす る こ とに よ り，
ソ ーニ ャ の く自分を殺
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す〉行為は 供物を捧 げる こ ととな り， ラ ス コ ーリ ニ コ フ の 回心 は 宗教 的な 清め

と関連づ けられ よ う。 同時代人は こ の名前の そ うし た 隠 された 象徴 とし て の 意

味を読み 取 り得ただ ろ う （VII，409）。
　 yxBaToB と い う名前は ドス トエ フ ス キ

イ の フ ォ
ーク ロ ァ ・ モ チ ーフ の 重要な

一
例で あ り ， 同 時 に ま た 最終稿 で の

KanepHayMOB と い う名 の 意識的 な使用 を も証明する 。

iV） ηρ0砺 α’0伽 π OfCe　Za　men 　epb 　epeX “ mBOa 　 ．ifHO3Lt
，
3a 　tno

，
　VmO 　BO3ylκ）

・

6una　ylfHoeo （21） くい ま お まえの 多 くの 罪は 赦 され る 。 なぜなら多 く愛 した

か ら〉

　　　 AmToMy 　 cKa3blBaH ） Te6e ： npoma ｝oTcfi　 rpexH 　 ee　 MHorHe 　 3a　 To ，　 uTo

　　 oHa 　Bo3JIK ）6HJIa　MHoro ．（J
『
lyK．7，47）

　 マ ル メ ラ ー ドブ の キ リス ト論中 ， キ リ ス トが ソ
ー

ニ ャ を天国に 迎え入れ る時

に 言 うだ ろ うとされ る言葉 。 聖書で は パ リサ イ人 シ モ ン の 家 で キ リス トの 足に

接吻 し ， 香 油を塗る罪 の 女 に む か っ て言わ れ る。 V ル メ ラ
ード フ の 言葉の 中で

キ リス トが 〈私は お まえ を一度赦 した〉 と言 うの は こ の ＝ ピ ソ ー ドを指す の だ

ろ う。 最初創作ノ ー トに 書 き加え られた時は 3a 　TO
，
　 ZITO は H60 　と書か れて

お
1
り ， 最終稿で 聖書 の 文体に 合わ された 。

MHO3H は も と 11HOrO と書かれ て い

た が ， 後に教会 ス ラ ヴ課 の 形 に 直 され た （VII，87， 88）。

V ） if　 SO32nazozaffm 　 npeMy ∂P6te，　 BO3Z 沼 a εonflnz
、
pa3Ly ・vtκ bte　： ＜＜1

「
ocno ∂U ！

novmo 　cux 　 npue ．Vtnel“u 　？》 （21）　〈賢者達，智者達が言 う，《主 よ ！　 なぜ彼

等を受け容れ る の か ？》〉

　Φ apHceli 》Ke 　H　I〈HH ）KHHKH 　pofiTanH，　roBopfi ； OH　npHHHMaeT 　 rpelllHHKGB ，

H 　eCT 　C　HHMva ．（」1yK．15，2）

　聖書 で は イ エ ス が取税人，罪人 と共 に い る の を見て パ リサ イ人や 学者が呟 く

言葉で あるが ， 小説で イ エ ス に 尋ね る言 葉に 変え られて い る 。　〈賢者〉〈智者〉

が ， 律法を重 ん じイ エ ス の 教え と対立 して ，聖書で は 多 く対に な っ て語 られ る

パ リサ イ人や 学者を下敷 とし て い る こ とは おそ ら く間違 い な い
。

こ こ で 動詞の

形 は，教会 ス ラ ヴ語訳の 該当箇所 rnaronvaue
，
　HpieMneT をその まま残 して い

る 。

vi ）　Htt　e∂aHbldi　u3 　cux 　ca ・Tt　Fte　cvuma ．e　ce6ff ∂OCMOIiHbt ・Vt　 ceeo （21）　〈彼

等の うち
一

人 として 自らそれに 値する と考え て い な い か ら〉
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　且　corpemHn 　NpoTHB 　He6a 　H　npeE 　To60Io ，　H 　y冫Ke 　He 八〇cToHH 　Ha3b 匸BaTbcn

cb田 oM 　TBo 肌 （nyK・15
，
21 ）

　 前項の パ リサ イ入や学者 の 呟 きに 答え て イ エ ス が譬を挙げて 罪 の 赦 し を説 く

箇所 。 蕩児の帰宅 と し て知 られ る場面で ある 。

　 マ ル メ ラ ー ドブ の キ リ ス ト論は こ の よ うに 聖書起源の モ チ ー
フ を幾つ か 含ん

で い る 。 創f乍ノ ー ト 1の 6， 8，12，13ペ ージ （VII，84〜87）か ら こ の 挿話 の

形成 を追 うこ とが で きる が，最 終 稿 に 現 わ れ な か っ た聖書引用と し て は Pl

pyraxocfi　ceMy （VII， 87）〈彼を罵れ り〉が マ タ イ 27，44を 下敷に し て い る 。

また HCKa ＞KyT 　 C朋 bHbIe ： 《FOcnOnli！ Mbl 　 To 」lena ・IH 　 H　 TO
，
　 a　 Tbl　 HX

6epeurb．（VII，87）〈強ぎ者が言 う 《主 よ， 私達はあれ も こ れ もした ， があな

た は 彼等を迎え容れる 》〉は 蕩児 の 兄の言葉 （ル カ，15，29）に 対応すると思わ

れ る 。

　さ て フ ォ
ーク ロ ア との関係は こ こ で も一つ の 問題を提起する。 すなわち こ の

挿話 の 発想に 17世紀 後半に成 立 した 「酔 っ 払 い の 天国入 り」 の 物語が影 響を与

えて い るの で は ない か とい う問題で ある 。

〔u｝1850年代 の 終 りか ら 60年代初め に

か けて こ の 物語は 3 回印刷されて お り，幗 　ドス トエ フ ス キ イ の 眼 に 触れた 可能

性が ある 。 死んだ酔漢 の 魂が天 使に よ っ て天国 の 門まで 運ばれ るが使徒達は 彼

を天国に 入 れ よ うとしない
。 そ こ で ペ テ 卩

，
パ ウ ロ

， ダ ヴ ィ デ， ヨ ハ ネ と酔漢

との 聞に 福音書を題材に し た 問答が交され，酔漢は 使徒それぞれ の 誤ち を 指摘

す る こ とに よ っ て 彼等を論破 し ， 自分の 天国入 りの権利を主張す る。 最後に ヨ

ハネ に よ っ て天国 に 迎 え られ，大酒を飲む勿れ とい う教訓を も っ て物語は 終る。

酔 い どれが 自己 の 権利を主張する とい う点で ， 物語の 様相は マ ル メ ラ ードブ の

それ と対極に あると言 っ て もよい が ， 当時飲酒問題が社会的関心を集め ，多 く

の 小説 が こ れを題 材 と し て い た
，

maそ うした中 で 着想された マ ル メ ラ ードブ の

人物像を構成する に あた っ て，や は りお そ ら くか な りの 拡が りを も っ て知 られ

て い た だ ろ うこ の 説話が ，
マ ル メ ラ ードブ の キ リス ト論に 何 らか の 影響を与え

た か もし れ ぬ とい う主張 は，働 確証 とい う形で は 出て い な い が 考え合わ せ る べ

き重要性を もつ と思わ れ る 。 な お 同じ物語を後年 トル ス ト イ は パ ウ ロ との 問答

の 部分を削 り ，
ル カ福音書中 の 語句を エ ピ グ ラ フ に 伴 っ て 民話集 に 収め た 。

vii）　Ha 　ron20dy−mo 　tnfiane20 　ecxo ∂caMb．（35） 〈ゴ ル ゴ ダ に 登 る の は つ ら

い 。〉

母 か ら の 手紙 に よ り，妹 ドゥ
ー＝ ヤ が ル ージ ソ の 嫁 に な る決意を した こ とを
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知 っ て ラ ス コ ーリ ニ コ フ が眩 く。他者の 苦 しみ を身に 受け，犠牲 に なる とい う

モ チ ー
フ は こ の 小説の 多 くの 作中人物を水平に 貫き，

ゴ ル ゴ ダの 丘 に 向か うキ

リス トの 姿に 収斂す る 。 それを聖書 モ チ
ー

フ と呼ぶ とすれ ば， こ の 小説中 に 現

わ れ る 最 も大 きな聖書 モ チ ーフ の 一つ で ある こ と は 言 うまで もな い
。

こ れ に つ

い て は本稿 xxiii ）お よび xxiv ）を参照 された い
。

viii） Oy　XO 　nt κ θ鋤 粥 za　 Z．aLyxune 　 noaHa 　 6btna∂・2fi　 Heeo ∂ma 　 nbleCIHag

κapmUHa （90）　〈彼 に と っ て こ の 壮麗な光景は唖 と聾の 霊 に 充た きれ て い た〉

　　　レIHcYc，　BH 双 fi，　qTo 　c6eraeTcfi 　 Hapo 双，　3anpeTMn 　nyxy 　HeqKcToMy ．　cKa3aB

　　 eMy ： Ayx 　HeMb 磁 ur 』yxH貢！ （Map ．9，25）

　ラ ス コ
ーリ ニ コ フ が見 るネ ヴ ァ 河上 の パ ノ ラ マ の 場 面 で あ る 。

マ ル コ 福音書

に 語 られ る数 々 の奇跡 の うち の 一
つ で ，霊に 憑か れ て い る息子 の 治癒 の 場面 。

〈鬼は何 処 に 彼を執ふ とも投げ仆 し，彼沫 を噴 ぎ， 歯を 切み ， 体枯る 。〉　（マ ル

コ ，9，18） こ の症状は癲癇 の 発作に ほ か ならな い
。

OOl

ix） 丿cnoreodi　20cnoOb 濡 epmBblnt ，　a フieaBbl・va　eUie ρrcamb 　！（184） 〈死者に 安

らぎを，生け る者に は さ らに 生 を ！〉

HQ　Xucyc 　cKa3aA 　eMy ： H皿H　3a　MHo 田 HHpe 八 cTaBb 　 MepTBb エM 　 mrpe6aTb

cBoHx 　MepTBeUoB ・　（MaT ・8
，
22）；Bor 　He 　ecTb 　BQr　MepTBblx ・ Ho 　）KHBb 匸x・

（从 aT ．22，32）； Ho　HHcyc　cKa3an 　eMy ： npe πcTaBb 　MepTBblM 　norpe6aTb

cBoux 　MepTBeUoB ； aTbI 　HA ｝L　6∬aroBecTBy 前 L工apcTBHe 　50 冫KHe ・（JlyK・9・60）

　〈死者に 平 安を〉 と い う言葉 は ソ
ー

ニ ャ が 父 の 追善供養 に 彼を招 ぎに や っ て

来た 時に 彼女に ラ ス コ ーリ ＝ ＝ フ が言 う。 小説 の 後半 の 展 開 の 全体を性格づ け

る言葉 と言え よ う。 聖書 で は 弟子 の
一人が く我 に 先づ往 きて 我が父を 葬るを容

せ 〉 と乞 う時に 言われ る。老婆 の 死，マ ル メ ラ
ー ドブ の 死 と二 人の 若 い 男女 の

生 との 対比 に 微妙に 響き合 うと共 に ，不 正 確な引用 は そ の 背後に ，
ル カ に よ る

追加語句 〈爾は 往 きて神 の 国を伝 へ よ〉を背負 っ て い る と考え られ る 。

x ） ∂MO κ Y　mosce 　na3aPfi　ne ！nb ．（189） 〈こ こ で もま た ラ ザ 卩 を 歌わ な く

て は ならない 。〉

　Bbm 　TaK ）Ke 　HeKoTopbl 貢　HHul レ1曲，　HMeHeM 　JIa3apb，　KoTopH 苣 ne 冫Kan 　y　BopoT

ero 　B　cTpy πbHx ．（∫IyK．16，20）

聖書を土台に し て い るが，普通に 自分 の 運命を嘆 く意に 用 い られた 。 また ラ
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ザ 叫 こつ い て の JlyXOBHblfi　CTHX は 盲人が恵みを乞 うて
．
歌 っ た 。

i16〕

xi ）　TaK　Bel　8ce ’ma 「cza 挈ρπ澀 θ コ「cθ BHo6btdi 　 vaepycaizza・va　？ （201）　〈で は

あなたはや っ ぱ り新 しきニ ル サ レ ム を信 じて い ら っ し ゃ る の で すね 。〉

　HyBHAfi 兄　HoBoe 　He60 　H 　HOBY コ） 5eMJIK ）；H60 　npe 冫KHee 　He60 　H　r！pe冫KHfifi

3eMxH 　 M 胚 HoBaJIH ，　 H 　Mop 只 　y｝Ke 　HeT ．　 H 　兄 　レioaHH 　yBH 皿eJI　cB 分Tb磁 　rDpoA

Mepyca朋 M ，　HoB 鴫 cxo 双分［照 最 oT　Bora　c　He6a ， （OTK・21， 1− 2）

　小説中 ，
ポ ル フ ィ

ー
リ イが発する こ の 問は本稿 XXV ）に 述 べ る エ ピ ロ ーグで

の ラ ス コ ーリ ニ コ フ の 夢 と対応 し て い る 。 ドス トニ フ ス キ イ の 持 つ 新約肇書 の

黙示 録の こ の 箇所に は 鉛筆で 印が っ け られ て い る （VII，380）。

xii） li−ca　6　eocupeceHue 　na3aPfl　BePLyeme ？ （201） 〈それ か ら，ラ ザ P の 復

活 も信 じて い ら っ し ゃ る ん で すか 。〉

　OH 　Bo33Ban 　rpoMKHM 　roilocoM ； Jla3apb　l ｝1八 H 　EoH ・　K 　Bbllllen 　yMep田 虚≧

（H 。aH ．11
， 43−−L44）

重ね て ラ ス コ ーリ ＝ コ フ に 問 い か ける ポ ル フ ィ
ーリイ の こ の 言葉は 小説中 ソ

ーニ ャ の 朗読に 対応 して ゆ く。
xxii ）を参照 。

xiii） Ee∂κbte，κfpom κae ，‘ zzaa3a ・ifa　KPOtn κu ・Vta　…　MarSbte　1… 3avent　o κa

κen ・eavym 　P … Oua 　 Bce 　 om ∂arom … Zyzs ∂π麗 ゆ o椛 κo　 a 　muxo … Coκ」1，

Coκπ ！ Taxaff　 Coκff【（212） 〈あわれ な，柔和な人 々
， 柔和な眼 を した …か

わ い い 女 たち ！…ど うして 彼女等は 泣か ないの か ，なぜ うめ き声をあげない の

か …彼女等 は 全て を与 える…柔和 に
， 静か に 見て い る …ソ ー ＝ ヤ ，

ソ ーニ ャ 【

静か な ソ
ー

ニ ャ ！〉

　B ” ax （el｛Hbl　 KpoT ｝くHe ，　 PI600HH 　Hacne 双yK）T 　3etvmlo ・　（ハfiaT・5，5）；Flo　coK ・

poBeHHblH　cepua 　qenoBeK 　 B　HeTuleHHOH 　 KpacoTe 　KpoTKoro 　レ1　MonuamuBoro

双yxa， 9To 双paroUeHHo　npeA 　BoroM．（1　HeT．3，
4）

　 KPOTKaSl とい う語句は ドス トエ フ ス キ イ が多用 した幾 つ か の言葉 の うち の 一

つ で あ り， ropnbln に対する もの か と思われ る。 『貧 しき人 々 』 の 最初 の 手紙

で ジ ェ
ーヴ シ キ ソ が女中の テ レ ーザ を 評す る言葉に OHa ｝KeH 山 HHa 　 AO6paH ，

KpoTKafi
，
6eccnoBecHafl．とある （1， 16）。

ペ テ ロ 第一の 書中の よ うな ， 柔和

で 沈黙が ちな魂の 美は ， 後期の 同名 の 題を もつ 中編に 至 る ま で 同 じ結び つ きを

して 繰 り返し現わ れ て くる 。 こ の 言葉が， 『罪と罰』 に お い て 意識的な聖書起
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源 モ チ ーフ の 使用で あるか ど うか 問 題だ けれ ど も，
マ タ イ 福音書中 の 〈地 を嗣

が ん〉 と い う言 葉ぽ ，本稿 xxi ）を 考え合わ せ る時 ， 意味をもつ よ うに 思われ

る 。

xiv ）　κθ cnzoame ・Ptw3UHtla ∂modi 　 neCttacmNodi ∂eBLylecrCU
，
8 κonlopLy κ） Bbl

rca・veeHb 　6pocaemee．（232） 〈あな た が石を投げて い る あの 不 幸な娘 の 小指に だ

っ て 値 しない
。〉

　　　 KorAa 　｝Ke 　rlpo 皿o∬冫Ka 瀞 呈 cfipalllHBaTb 　Ero ・　OH 　BocK ・10HliB 田 ncb 　cKa3an

　　 ｝IM ； KTo 　vl3　 Bac 　6e3　rpexa ，　nepB 日 自 6pocb　 Ha 　 Hee 　Ka ＆［eHb ・（M 。aH ・8，7）

　 ラ ス コ ーリ ニ コ フ が ル ージ ン に 言 う言葉は ，姦淫 の 罪を犯 し た 女に 対す る イ

エ ス の 赦 しを描 い た都 分が下敷 とな っ て い る 。 小説 中同 じくソ ーニ
ャ に結 び っ

け られ て い るが，本稿 iv）の シ モ ン の 家の 罪の 女 と こ こ で 言わ れ る女 とは 聖書

で は 同一人物で は な い 。

xv ）　JOpo∂aθaff　1κψo ∂UBan ！（248） ＜ユ ロ ージ ヴ ァ ヤ だ ！　 ユ ロ ージ ヴ ァ ヤ

だ 1〉

　ec刀H　KTo 　H3　Bac 　Ay 贓aeT 　6bITb　My 瓜pblM　B　BeKe 　ceM ，　ToT 　6y八b　6e3yMHb匚M ，

9TO66bITb 　 My 八Ph【M ・（1　 K 。 P・3，18）

　 ユ ロ ージ ヴイを聖書起源 の もの と し て扱 うこ とは 問題で ある 。 上 記等の 聖 書

中語句に こ の 現象の 根拠を 求 め て い る 研 究者 1ぽ ある 。
un　こ れ に 対 し holy　 fOQl

archetype は キ リス ト教をそ の 本質 と し て は 持た な い ，それは ニ ー
チ ェ の 言 う

デ ィ オ ニ ュ ソ ス 的な もの ，或 い は グ ノ ーシ ス 的な もの か ら霊 感を 受け て い る，

とす る研究者が ある 。

圏 とすれば こ こ に 挙げる の は 疑問だ とい うこ とに な る 。

もと よ リ ユ P 一ジ ヴ ィ は エ ジ プ トの サ ロ イ に 起源を持 ち ，
卩 シ ア の み に 特有の

宗教現象で は な い わけだ が
，

ロ シ ア に お い て 非常に 顕著な現象 とな っ た もの で

あ り岬 ドス ト ユ フ ス キ イ に お け る フ ォ
ーク 卩 ア ・モ チ ーフ の 問題 と して こ れ

を取 り上げ る研究者が ある 。

av ドス ト＝ フ ス キ イ に あ っ て は 特に
，

ム イ シ キ ン

や ， や が て 『悪霊』 の マ リア ・レ ビ ャ
ー トキ ナ に 強 く見 られ る よ うに ，既 に ソ

ー・za ヤ に お い て くくユ P 一ジ ヴ ァ ヤ 》 は大地 へ の 信仰 と結び つ い て い る とい う点

が問題で あ り， そ の 意味で 本稿 xxi ） と極 め て 密接な関わ りを持 っ て い る 。

xvi ）　OFta　60za　y3pam ．（249）　〈彼女 は 神を見るで あろ う。〉

Bna｝｝ceHHbi 　yvacTble　cepAlleM ，　H600HH 　Bora　y3P．fiT・（iMaT ・5
，
8）
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　ソ ー ニ ャ が リザ ヴ ェ
ータ に つ い て 言 う言葉で あ る。山上 の 垂 訓中 の 語句で あ

り y3peTbは ロ シ ア 語訳聖書で教会ス ラ ヴ語の 形 が残され た もの 。

xvii ）　6btn　Oiee　60neκ κ etcmo 　 na3aPb
，

π3　 B “4iaHuu（250）　〈病め る者あ

り， ラ ザ ロ と言 う。ヴ ィ フ ァ
ニ ヤ の 人 で あ っ た〉

6bul　60neH　HeKTo 　Jla3apb，　H3 　BHΦaHHH （レユoaH ．11，1− 45）

　註（7）で述 べ た よ うに ，ラ ザ ロ の 復活の 引用は わずかな箇所を の ぞ い て ， 現在

の ロ シ ア 語訳聖書 と
一致し て い る。 ドス ト エ フ ス キ イ 所 有の 福音書で は 19− 22，

23− 28，32− 44の 各節に イ ン ク や鉛筆で 印が つ け られ て い る 。 今 次 全 集 の 註

（VII， 386） で は ，朗読 に 際し て ソ ーニ ャ が 4 日間 とい う言葉を強調するとい

うモ チ ーフ の説明 とし て ， こ の 朗読が ラ ス コ
ーリ ニ コ フ の 殺人か ら 4 日後に 行

な われ る こ とに な っ て い るか ら，と書かれ て い るが，それ は誤 りで ある 。 私の

数え方で も，また 大谷深氏 の 数え方で も，

tlo 朗読は 殺人後 7 日 目の 出来事 とな

る 。 こ の くく4 日》 の 強調は ，全集註の もう一
つ の指摘，す なわ ち死 の 家で 作家

自身が 4年間を過 ご した，そ の こ とを下敷 に し て い ると い う説に よ っ 七説明さ　、

れ得る の で あろ うか 。

　創作 ノ ー トに こ の モ チ
ー

フ の 出現す る の はか な り遅 く （VII， 165）， 小説の 終

末の ヴ ァ リ エ ーシ ョ ン と し て 福音書へ の 接吻 も考え られ た （VII， 192）が，こ

れ は最終稿で 大地 へ の 接吻に 置 きか え られ る こ とに なる。

xviii ） myCKn ・ OCBetqaff　e ∂Moti 　Nteage κCIC・a　KOMHame 　y6ntqy　 U　 6ny∂」

HU4Y
，　cmpauHo 　COUte ∂Utuxcff 　3a 　vnzeHue ／va　eeifHodi　rCNU2u ．（251− 252） 〈奇

妙なめ ぐり合せ で 永遠の書を一緒に よむ こ とに な っ た こ の み すぼ らし い 部屋 の

殺人者 と娼婦をぼん や りと照 らして い た 。〉

　MyBH 旦en 　fl 皿 pyrQro　AHrena，訌 eT 矼田 ero 　no 　cpe 双HHe 　He6a ，　 KoTopu 錘

HMen 　BeqHoe 　 EBaHreJ田 e．（OTK．14，6）

　レ160ToM 冫Ke ・ KTo　cKa3a 丑 ： He 　llpe ，1王（炉60八e黄cTBy 簡，　 cl｛a3an 　H ： He 　y6e益；

HoceMy ，　ecπH 　Tbし　He 　npeaff ）60皿e荊cTBye 田 b，　H◎　y6beLub，　To 　Tb 【　TaK ｝Ke

npecTynHHK 　3aKOHa ・（レlaKo・2，
11）

　Mvacyc　roBopxT 　HM ：　HcTHHHo 　roBopH ）　BaM ，罵｛To 　Mb 【TapH 　｝1　6ny八HHubI

Bnepe 皿 Bac 　HnyT 　B　UapcTBo　Bo ＞KHe ； レ【60　HpHule ∬　K 　BaM 　HoaHH　nyTeM

npaBe 双HocTH
，　H　Bb 【 He 　noBepH 刀H 　eMy ，　a　MbITapH 　u　6刀y旦HH 砥b【　noBepunH

eMy 　（MaT．21，
31− 32）

〈永遠 の 書〉 とは黙示 録中 の 言葉で ある。 こ の 小説は 初 め殺人者 を主人公 と
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した単 相構造を 持 っ て い た。そ の 後酔 い どれを媒介 に し て 小説世 界が殺人者と

娼婦 との 間 に 置か れ，さ らに もう
一

つ の 小説の 主人公で あ っ た ス ヴ ィ ド リ ガ イ

ロ フ が 呼び こ まれて 現在見 る よ うな構造を 得る に 至 る。 聖 書 中 で 殺 入 者 は

3aKoH を犯 す npecTynHHK で あ り娼婦 は ヨ ハ ネを信 じた た め に 誰よ りも先に

天国に 迎えられ る ， とされ る 。 こ うした聖書中の対立的概念が こ の 小説 の 基本

構造 の 成立 に 深い 関わ りを 持 っ た で あろ うこ と は 推測 され る
。

　同時に ソ
ー

ニ ャ は マ タ イ 19，19等で 言わ れ る愛の 教えに そむ い た罪人 rpelH −

H 瓢 a で ある （VH ，135）。
こ こ に は聖 書中の 対概念 fipecTyfineH ロe−rpex が組

み 込 まれて い る。

xix ） ABe ∂b ∂emu … 06pa3 　Xpucmoe ： ＜＜・CUX　 ecmb 　 UapcmBzae　600yvae》．

（252） くだ っ て子 供 達は キ リ ス トの 姿だ もの ね 。
《神の 国は 彼等の もの な り》〉

　HycT 臼Te 双eTe 首　H　He 　nperlHTcTBy 貢Te　HM 【TpHxoAHTb 　Ko 　iMHe ，　H60 　TaKoBb 【x

ecTb 　L工apcTBo 　He6ecHoe・　（ハ！！aT ・19，14）

ソ ー ＝ ヤ の妹 ポ ーリ ャ 達 の 運命に つ い て ラ ス コ ーリ ニ コ フ が問 い か ける場面 。

XX ） ！la，　Be∂6 π 60WCbeZO　nPO ・vabtcna 　3HaMb κ θ 濡 0ζy ・・− if　K　veay θbl

cnpaUtUBae 〃ze
，
　ee2・ κθ4 う3π 岬 α醐 θα〃〜うP 〈…〉刀 κ〃ZO・neeHfi ・my 〃z　cy∂bedi

nocmaBun ・：κ OMLY ”tUMb ，κo岬 κ e　 hTUMb ？ （313）　〈私は神様の 御心 を知 る

こ とは で きませ ん もの …それに 何 の た め に その よ うな尋ね て は ならな い こ とを

尋ね る の で す 。〉〈一体誰 が わた しを，誰が 生 きるべ きか ，誰が生 きて は な らな

い か を決め る裁 き手に した の で す 。〉

　He　cy 双HTe 皿a　He 　cynHMbI 　6yAeTe ・（MaT ・7・1 ；JlyK・6・37；PMM ・2・L14 ・

3，4，
10，工3）； He　cTaHeM 冫Ke 　60nee　cy 双HTb 双pyr 双pyra・（PHM ・14

，
13）

　聖書 中に は 互 い に 裁 くな ， と い うキ リス トの 教えが幾度 も述べ られ て い る 。

ソ
ー

ニ ャ が老婆殺 し の犯人 ラ ス コ ーリ ニ コ フ の 問 い か け に 対 して 言 っ て い る の

は こ の こ とで ある 。

xxi ） 170∂U　cedivac
，
　curo 　ane 繊 尾ソmy ，　cma κb　Ha 　nepeifpecm κe，　norcnONUCb ，

〃 畷 衄 璃 cκ avana 　3entn κo
，　rcomopy κo　Mbt　ocrCBe2vκun （322） 〈今す ぐ，た っ

た 今 ， 行 っ て 四 つ 辻に 立 ち ， 跪 きな さ い
。 そ して まずあなた が汚し た 大地 に 接

吻 なさい〉

no6ece八y曲 c3eMJIeK ），　H 　HacTaBKT 　Te6H ．（レloB　12，8）
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　上 に示 し た よ うに 聖書中 1こ 大地 へ の 志向は存在す る
。

し か し ソ
ー ニ ャ の こ の

言葉を聖者起源 の モ チ ーフ とし て 扱 うの に は大 ぎな問題が ある 。

　こ の こ とへ の強 い 反対 は カ ト リ ッ ク の 司祭 グ ァ ル デ ィ
ー 二 か ら出されて い る 。

彼はそ の ドス トエ フ ス キ イ論で，大 地 へ の志 向を観念上 の ヒ ニ ラ ル ヒ ー
の 最 も

下位に 置 き，
こ こ か ら キ リス トへ と上 向す る体系を描 い て 見せ る 。 彼 に よれ ば

マ リ ア ・レ ビ ャ
ー トキ ナ は 自然的， 異教的 ， デ ィ オ ニ ＝ソ ス 的 ，

ee 神話的人物

で あ り， 彼女 の 語る神は 生ける神で は な い
。 そ し て ソ

ーニ ャ の 上記 の 言 葉に現

わ れ る大地 に 関 し て 〈こ こ に は 救われ る こ と の ない 自然の 深淵が，底しれぬ 憂

悶がある〉 とす る謬 入 間 は 自然的で 直接的な対神関係を ， キ リス ト 教的な も

の に 変えね ば な らな い の だ ろ う， と言 うの で ある 。
こ の 読み方は ドス トエ フ ス

キ イ の 世界 に お け る大地 の イ メ ージ と非常な隔 りを見せ る よ うに 思われ る が ，

一つ の 典型的 な見解 と言 うこ とはで き よ う。

　ス ラ ヴ民族 に は もと も と 空 や 天上 へ の 憧れ は稀薄で あ り， 宗教 の 基盤は 大 地

に あ っ た とされ る 岬 大地 は 聖 な る もの で あ り，ア フ ァ ナ ー
シ ェ フ の 1865年の

報告に よれば くお まえ の よ うな罪人 の 屍 体は 大地 が受け容れ ま い 〉 とい う晩 い

の 表現は 広 く見 ら れ，14世紀の ノ ヴ ゴ 卩 ドの 宗派 CTPPIrOJIbHHI ｛H は，罪を 司祭

に で は な く大地 に 告白せ よと い う教義を持 っ て い た 。

　さ らに こ こ で ，
ソ ーニ ャ の 言葉へ の 直接的な影響関係を予想 させ る重要な例

を 指摘 して おかね ばな らない 。 ア フ ァ ナ ー
シ エ フ は さら に 続けて 次 の よ うな風

習 を報告 し て い る一 く病気が直 り健康に な る こ とは 旧 い 言 い方で 神な 撃 
を 得る ，と表現された 。 しば しば病 人 は 四 つ 辻 へ 出て 行 き， 俯伏せ に 身を 投げ
サ　　　．　　　■
る 。 そし て母なる大地 に疾患を 癒 し て くれ る よ うに 願 うの で ある 。＞OS （傍点原

文 隔字） こ うし た 報告は ソ ー ＝ ヤ の 言葉に 極め て 近い もの と言 え よ う。 もし も

ドス トエ フ ス キ イ が証記   論文以後 ， ア フ ア ナ ーシ ニ フ の 神話学 に 注意を 払 っ

て い た とすれば （本稿 iii）， こ の 報告を 目に とめ，小説 の モ チ ー
フ とし て 使用

した とい う直接的影響関係さえ も想定不 可能で は な い よ うに 思わ れ るの で あ る
。

　さ て こ の よ うな大地 の モ チ
ー

フ は一般に キ リス ト教 とア ニ ミ ズ ム の 混在 した

形 態と捉 え られ る もの で ある 。

ee それ に対 し，こ の モ チ ー
フ を積極的 に 正教内

部 の要素 として ，聖書に 根拠を持 つ もの と して捉 え よ うとする反論 が ，
パ リ正

教 神学校 の 教授ザ ソ デ ル か ら出 されて い る 。 グ ァ ル デ ィ
ー二 は 知 らな い だ ろ う

が ， と ザ ソ デル は 反駁 し ，
マ リ ア ・レ ビ ャ

ートキ ナ の 聖なる大地 に つ い て の 言

葉は ， 正教の 聖餐式 に 歌われ る歌詞を そ の まま パ ラ フ レ ーズ し た もの で は な い

か とさえ思 わ れ る ， と言 っ て い る 。
an
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　両 神学の 根幹に も関わ り，鋭 い 対立 を見せ る大地 の モ チ ーフ の 判定 の 問題を

本格的に 考察する こ とは ， 本稿に 設定 した粋を越 え て しま う。 別の機会に 中心

テ ーV とし て論 じる こ とに した い
。

xxii ） 3Hae ！ne 　 zau
，
　 PO ∂ao κ PO・ltaκ blV

，
　 vmo 　 3Navum 丿 UHbtx 　 a3 　 Hza ）C

＜＜nocmpa ∂atnb ？》 （348） 〈御存知 で すか ，彼等 の 或 る者 に と っ て 《苦 しむ 》 と

い うこ とが何を意味す るか 。＞

　　　 HbiHe　paaylocb　B　cTpaaa ｝IHfix　IIOHX 　B　nbloTH 　Moe 酪　cKoP6e 萱　XpxcToBblx

　　 3a　Teao 　Ero，　KoTophle 　ecTb ［LepKoBb・（Kom 　1， 24）

　直接 に は ミ コ ール カ の 属 して い た とい う分離派 ベ グ ーン に つ い て の ポ ル フ ィ

ーリ イ の 言葉で ある 。 聖書中に は 上記 の箇所や ，
ピ リ ピes　3，10 等に キ リス ト

と共に 苦 しむ こ とを説 い た言葉が見 られる 。 と同時に こ こで もまた P シ ア 民衆

の 信仰形態 へ の 志向が感 じ ら れ る 。 創作 ノ ー ト中 に は くPt シ ア の 民衆は い つ も

キ リ ス トの ように苦 しみ ました，と ソ ー ＝ ヤ が言 う〉 とい うモ チ ーフ が見 られ

る （VII ， 134）。

　小説 中主人公 の 命名 に ，当時 ジ ャ
ーナ リズ ム の 大 きなテ ー

マ だ っ た分離派が

影響 して い る こ とは確か だろ う。

一方 当初は下 宿の 主婦の名前だ っ た 《ソ ーニ

ャ 》 （VII， 48）が ， 創作 の 中期以降娼婦に与え られ る （VII，
106） の は ，彼女

の 性 格づ ：ナの 深化 に 見合 っ た意識的 な変更で あろ う。
ドス トニ フ ス キ イ の 後期

長編中に ，正教神学 の 重 要な概念 1
”
lper｛yAPoCTbとい う名 を持つ 4人 の 女性 の

系譜が ある こ とは 既に詳 し く研究されて い る。OP ラ ス コ ーり ・・ キ と対に な っ た

ソ フ a ア の 使用 は 『罪 と罰』 創作過程の一つ の事件で ある と言えよ う。

　と こ ろ で ソ
ー ニ ャ の 言 う く苦し み に よ っ て罪を 贖 う〉 と い うモ チ

ー
フ の起源

を聖 書に 求め る こ とがで きる か ど うか も問題で あろ う。 聖書で は 罪な きキ リス

トが 多 くの 人 々 の 贖 い として 自分 の 命を与え るの で ある （第 2 コ リ ン ト 5， 10 ；

マ ル コ 10， 45 ； ロ マ 書，等）。

　創作 ノ
ー ト中の 〈神は その 強 く愛 し多 くの望み をか ける者に 多 くの 不幸を与

え る の で す〉 とい う ソ ーニ ャ の 言葉 （VII，
150）は 明 らか に ヨ ヴ 記 を下 敷とし

た モ チ ーフ で ある。

xxiii ）　∂mo 　3Havum
，　ca海 son 　mOZO ，　umo 　κpecm　6epy　Na 　ce6fi，　xe −xe ！

（403） 〈これは つ ま り， 自らに 十字架を負 うこ との シ ン ボ ル だね，へ ，へ ！＞

　　　 KTo 　xogeT 　xnTH 　3a　 lVtHoK），　 oTBeprHHcb 　 ce6fi　 H　 Bo3bMH 　 KpecT 　 cBott　 H

　　 cJle皿y肖　3a　MHo 正o・（MaT・16，24；Map ・8，34）
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　 ラ ス コ ーリ ニ コ フ が 自首に赴 く直前に ソ ー ニ ャ に別れを告げる場面で ，
ソ ー

ニ ャ は 二 つ の 十字架を取 り出す 。そ し て 糸杉 の 十字架 （nPOCToHapoAHblil ）を彼

の胸 に か け ， 自分は リザ ヴ ェ
ータ の 銅 の 十字架をかけ る 。　〈人 もし我 に 従 い 来

ら ん と欲せ ば ， 己 をすて ，己が十字架を負い て 我 に 従え〉 と い うイ ＝ ス の 弟子

達へ の 言葉は，こ こ で ラ ス コ
ー

リ ニ コ フ の 口 か ら微妙な ニ ュア ン ス を もっ て 引

用 され ， こ の 小説の 根幹に 関わ る重要な聖書 モ チ ーフ の 一つ とな る 。

xxiv ）　0∂κ06u ∂enae ．veeuzbrcHLyno　nアe∂ κuma ∂oアoeo 崑
，

κo　oH 　He 　y∂ue π2cff

e・vaLY；on　yovve　npe ∂ifLyecmBO8 αn，　ifmo 　marc 　u　∂02 　ucκ 0　6btAO　6b〃nb ．（406）

〈道 の 途申で 一つ の 幻が彼の 前 に ひ らめ い た 。 し か し 彼は その 幻に 驚か なか っ

た 。 既に それ は そ うあるだ ろ う こ とを予感して い た の で あ る 。〉

MHecfi　 KpecT 　 CBotl，　 OH　 Bb 【men 　 Ha 　 MecTo ，　 Ha3blBaeMoe 　 JIIo6Hoe，　 n。・

EBpe員cKH 　ro誣roΦ・（HOaH・19，17）

　「P シ ア報知」 に 連載 された こ の 小説は 1866年11 月号で ， 現在私達の 見 る形

で の 第 6章第 6節 ， すなわ ち ス ヴ ィ ド リガ イ 卩 フ の 自殺 まで が語 られ ， 最終回

を待 つ こ と に な っ た 。最終回 で の 小説 の 結末 に つ い て 作者は 最後 まで 未決定の

形 で持ち越 し，その構想に変更 の あ っ た こ とが 12月 9 日，12月 13日の 編集部へ

の 手紙 に よ っ て知 られ る 。

　 もともとこ の 小説 の終幕に は か な り早 くか ら種 々 の ヴ ァ リ エ ーシ ョ ン が用意

され て い て ，そ れ は 二 つ の モ チ ーフ 群に ま とめ られ る 。 すなわ ち，火事場 に お

け る功業＝罪 の 償 い に よ る 殺人者 の 復活 fio＞Kap （HarpaAa 　eMy ）．（VII， 134，

135，148，149等）お よび キ リス トの 幻を見る とい うモ チ
ー

フ BHneHMe 　 XpHcTa．

（VII，135，137，139， 148， 152等） とで ある 。 両者は 最後 ま で作者 の プ ラ ン に

存在 し た （VII，166，173，198等）。 終幕の ヴ ァ リ エ ー
シ ョ ン と し て は さ らに ，

ソ
ー

ニ ャ と ド ゥ
ー

ニ ャ に よ る裁 判 （VII，
192）や 二 人 に よ る見送 り （VH ，

198）

な どが構想され ， 小説の 最後の一行に ，
ロ マ 書 11， 33か らの 言葉を示す ， とい

うモ チ
ー

フ も考え られ た （VII，
203）。

　最終稿で ラ ス コ ーリ ニ コ フ の 復活は 小説 の外 へ ，エ ピ ロ
ーグ へ と移 され るが，

そ こ で 《火事》 の モ チ ー
フ は 以前の 功業 とされ ， 裁判で の 減刑の 理 由と し て 用

い られる 。
こ こ で 注 目 し た い の は も う一つ の 《キ リス トの 幻》 の モ チ ーフ で あ

る 。 創作 ノ ー ト中に 〈ソ
ー

ニ ャ は彼 の 後に つ い て ゴ ル ゴ ダへ
。〉 （VII，

　192）あ

るい は くゴ ル ゴ ダ。彼は ソ ーニ ャ を見なか っ た 。〉（VII，
198）とある こ とか ら，

ラ ス コ ーリ ＝ コ フ の 自首へ の 歩み は 明 らか に ゴ ル ゴ ダへ 向か うキ リス トの姿 と
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関連づ け られ て い よ う。 前項 に 見た よ うに ラ ス コ ーリ ニ コ フ は 己れ の十字架を

負い
， キ リス トの あと に 続 い て ゴ ル ゴ ダに 向か うの で ある 。 そ の 彼 の 前 に 閃 め く

《幻》 とは キ リス トの 姿に ほか な らな い の で は な い だ ろ うか 。 全集 の 註で ，創作

ノ ー ト中の こ の モ チ ーフ は 福音書朗読 に 変えられた ， とされて い る （VII ， 409）
の は疑問で ，お そ らくこ の 両者は 別系統 の モ チ

ー
フ で ある 。 作家は 創作 ノ

ー
ト

中の こ の モ チ ーフ を最終稿で ，表現面に 現わ れな い シ ン ボ ル とし て 使用 した と

考え る べ ぎで は な い だ ろ うか 。
《幻》 は こ れ まで 論 じられ る こ とが な か っ た が

，

重要な問題で ある よ うに 思われ る 。

XXV ） Enty　epe3uzaOCb 　860 ・ze3Na
，
6yOmo θ莇 ・仰 ocy ・ve∂eH 　 B　 ucep 〃n6y

κ ακo 琵一1η ocmpatLtHodi
，　Hec ・abtxaHHodi 　u 　Ne8za ∂aHHodi 　MOPOBOdi 　ff3θe （419−

420） 〈病気の 間に 彼は 夢を見た 。 全世界が何か 恐ろ し い ， 見た こ と も聞 い た

こ と もな い 疫病の 犠牲 となる よ うに 定め られた 。〉

　 ラ ス コ ーリ ＝ コ フ の シ ベ リ ア の 夢は 狭義に は い わゆ る西欧近代の イ ン デ ィ ヴ

ィ ジ ュ ア リ ズ ム や 社会主 義の運命を 語 る と考え られ る が ， こ の 夢 の 下敷 とし て

ヨ ハ ネ黙示録があ る 。 本稿 xi ）の ポ ル フ ィ
ーリイ の 問い か けに つ なが る モ チ ー

フ で あ り，
《薪 し ぎエ ル サ レ ム 》 に 至る 道を語 る黙示 録 第 8章か らの 文章が ラ

ス コ ーリ ニ コ フ の 夢に 対応する
。

ドス ト エ フ ス キ イ が黙示録を時代の 状況 と関

連づ けて 捉えて い た こ とは ，彼 の 手元 の 聖書 の 黙示en13，　11の 横に 《COUManH3M ＞＞
，

17， 9の 横に くくllHBIifiH3aUHH》，17，11の 横に 《06illeqeneBei 〈＞＞ と書 ぎ込み の あ

る こ とか ら立証され る （VII，399）。

xxvi ） M2a ／onre　 8m （）paff κ e∂ens 　 nocree 　 CBfflnodi　； cmOfina 　 m 　ennbte，

fiCκ ble，　Beceu κzae ∂HU （420） 〈復活祭が 過ぎて か らもう 2週 目の こ と， 暖い ，

晴れ た 春 の 日が 続 い て い た 。〉

　エ ピ ロ ーグで ， 愛が 二 人を復活させ る（421） とい うこ とが起 こ る の は ， 復活

祭後 2 週 目の こ と とされ て い る 。 こ れ もまた ，聖書 の キ リ ス ト復活 と平行 に 置

かれ た モ チ ーフ で ある 。

xxvii ）　Ta・ve　6btaa　ceo60 ∂a　U　scuza − Opyeue　nro ∂za，　COBceJt　He 　npuxoonue

κ a3 ∂eUIHax
・

〃Z傭 κακ 6う‘ ca ・lfoe　B）pe．veR　oclnaκoeanocb
，　
mov40 　He　nlootetvtu

eage　8erca　Aapaa ．wa 　 u 　 cma ∂ eeo ．（421）　 〈あち らに は 自由が あ り，
こ こ の

人 々 と全 く違 っ た入 々 が住ん で い た 。 あち らで は 時間そ の もの が止ま り，まだ

ア ブ ラ ハ ム と彼の 羊 の 群 の 時代が過 ぎて い な い か の よ うだ っ た 。〉
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　EMy 　oTBeqa 刪 ：Mbl　ceM 臼 ABpaaMoBo　H　He 　6hmH　pa6aMx　HHKoMy 　HHKorAa ；

1くaK ）Ke 　Tb【 roBopRulb ； 《cAenaeTecb 　 cBo60AHblMH 》 〜（レエoaH ・8，33）

　ラ ス コ ーリ ニ コ フ の 回心 の 起 こ るイ ル ト ゥ イ シ 河 岸の モ チ ーフ は 『死の 家の

記録』 か ら殆 どそ の ままに持ち込まれた もの で ある （IV，178）。そ こ で キ ル ギ

ス 人達は 自由な人 々 とされ て い たが，《 ア ブ ラ ハ ム の 時 代》 とい う言葉はな く，

聖書中 の 《自由》 と結び つ け られ る の は 『罪と罰』 に お い て で ある。

　以上，本稿で は 小説 『罪 と罰』 に 現われ る聖書起源の モ チ ー7 を 出来 る限 り

拾 うこ とに 努め たが ，見落 して い るもの も多 くあ る に ちがい な い
。 大方 の 御教

示 を待
．
ちた い 。

註（1） G．Steiner．　Tolstoy　or 　Dostoevsky ．　 An 　 Essay　 in　 the 　 Old　 Criticism．　 New

　　York， 1959；Second　Printing， 1971，　p．30L

　（2）　CM．　HonHoe　co6pa 凹 e　coqnHeHlata Φ．　M ．　JlocToeBcKoro　B　30　T．，　T．VII，　JI。，

　　＜＜HayKa》，1973．以 後 こ の 全集 か らの 引用 に つ い て は 本 交 中 カ ッ
コ 内 に 巻 数 お よ び

　　頁数 を示 す 。 そ の うち 『罪 と罰』最終稿 テ キ ス トの 引 用 に 際 し て は VI を 略 し 頁 数

　　 の み で 示 す 。

  CM．＜＜3HMHHe　3aMeTKVI 　 o ”eTHHx 　BnegaT ”eHHHx ＞＞，　＜＜，Manla　ne 》KHT 　Ha 　cTone ＞｝

　　（BKH ．〈cHeH3 江aHH ロ tt双ocToeBcK 崩 》．《HayKa》，1971，　cTp ．173− 175），　H　 npog ．

　（4）『罪 と罰』 創 作 ノ ー
トの 復元 に は 多 く の 問題 が あ る。30巻 全 集 に お け る 復 元 へ の

　　疑 問，各 メ モ の 内容的 な 順 次 性 の 論 理 に 関 して ば 早大 卩 シ ヤ 文 学 会 第 2 回研 究 発 表

　　会 「『罪 と罰 』 研 究　（そ の 1）」 （1975年 5fi　24 日） で 報 告 した 。 よ り詳 し くは 別 の

　 　 機 会 に 述 べ た い e

　（5） 拙稿 「ドス ト x フ ス キ ’t 研 究 展 塑 ・
そ の 1」 （「比 較 文 学 年 誌 」 第 11号 ，1974年）

　　参照 。

　  　 ドス ト エ フ ス キ イ と ロ V ソ 主義 の 関 係 の 問 題設 定 に つ い て は 日 Pt　” シ ヤ 文 学会 関

　　東支部研究発表会 （／975年11月22 日） で 述べ た 。ま た 拙 稿 「ド ス ト エ フ ス キ イ 研 究

　　展 望 ・
そ の 2 」 （「比 較 文 学年 誌 」 第 12号，1975年） を 参 照 され た い 。

　  　1849 年に トボ リ ス ク で ・与え られ た 聖 書 は ユ823年 の R シ ヤ 聖 書 協 会 訳 の も の で あ

　　る 。
こ れ は 1822年 に 完 成 され ，そ の 後廃 棄 さ れ た も の で，1862年 に 現 在 見 る 訳 文 で

　　完 成 され た 新約 聖 書 と 語 句 の 異 る 箇 所 が 幾 つ か あ る。 『罪 と罰 』 中，ラ ザ ロ の 復 活

　　の 箇 所 を は じ め ，引 用 に あ た っ て 作 者 は ほ とん どの 場 合 1862年版 訳 を用 い て い る。

　　そ こ で 本稿 も1862年版の 該 当箇所 と 対 照 す る こ とに し，また ，教 会 ス ラ ヴ語 版 か ら

　　引 用 さ れ て い る 場 合 は 特 に そ の 旨言 及 し て ゆ く。

　（8）　M ・C ・A 刀 bTMaH ・B3 　apceHana 　 HMeH 　 m　 llpoToTHnoB 　 rmTepaTypHblx 　repoeB

　　JIocToeBcKoro．　B　KH ．《双ocToeBcK 舳 Kero 　BpeMfi 》，　JI．，＜＜Hayi〈a 》，1971，

　（9）　A ・A ΦaHacLeB ・PemarHo3Ho−n3bluecKoe 　3HalleHnte 　H36bl 　 cハ aBfi ｝IEHa ．《OTe −

　 　qecTBeHHble 　3afiHclcH》，1851，　Ng　6．
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  A．1・1．6a”aHnaH ・IMHopO ．10rHHecKafl 　llllCObla・BKH ・《AKaAex・　HgecKHe 　− Konbl

　 BpyccKoM 皿HTepaTypoBeAeHHH 》 ．　M ．，＜＜HayKa》，1975．

  　B．rl．　A 皿PHaHQBo 眞・「lepeTq　 B　c6 ．《Pycclくafi ！leMoKpaTHqecKafi 　caTHpa 　XVII

　BeKa ．》 M ．−gl．，　 AH 　CCCP ，1954，　cTp ．210 ，275．ア フ ァ ナ
ー

シ ニ フ は 同 じ物 語 を 18

　世 紀 初 頭 の 成 立 と 言 っ て い る。 Hapo皿Hb 【e　 pyccKple皿 ereH 瓜 bl，　 co6paHHue 　 A ，

　A ΦaHacbeBHM ・noHAoH ，1859，　cTp ・171・

（iO 　上 記 ア フ ァ ナ ーシ エ フ に 加 え て （〈PyccKafi　 6eceAa）〉，1859，　N96 ； naMfiTHIiKli

　cTapHHHo 前 pYccl｛oVa　JmTepaTypbl ．　Bbin．　II，1860，

（10　Φ・1＞LEBHHH ．　PoMaH　rlpecTyHeHHe 　 H　 HaKa3aHHe ・BKH ・《TBopqecTBo　Φ・

　 M ．皿ocToeBcKoro ．》 M ．，　AH 　 CGGP ，1959．

  ilH．　M ．　 n 。TMaH ．　 PoMaHbl ∬ocT 。eBcl〈oro 　 M　 pyccKafi　 aereHna ・〈（PyccKafi

　朋 TepaTypa 》，1972 ，絶 3．　 こ こ で ロ
ート マ ソ は 賢 者 や 智 者 を 使 徒 た ち と解 釈 し て

　 い る が ，V） に 述 べ た こ とか らそ れ は 疑問 で ある。

  　新 谷 敬 三 郎 氏 「唖 と聾 の 霊 ・ドス トエ フ ス キ イ の 《 自然 》 」 （早大 比 較 文 学研 究

　室月 例 研 究 発 表 会 1975年 10月25 日 ） に よ る 。

  ・M ．CA ．lbTMaH ．；・lcfio”h30BaHHe 　 MHoro3HaqHocTI ｛ cπoB 　 va　 Bblpa ｝KeHHR 　 B

　npoH3BeAeHufix 　 nocToeBcKoro・〈（yqeHhle　3anHcKH 　Ty・nbcKoro 　lleflarorFIge ・

　cKoro 聾HcTzTya 》，1958，　T．　XI．

aガ　中 村 喜和氏 「瘋癲行 者 覚 書 」（「言 語 文 化 」 第 6 号，197Q年）。

  　E 。M ．　 Thompso エ1．　 The 　 Archetype 　 of 　 the　 Fool　 in　 Russian　 Literature．

　《Ca 且adian 　Slavonic　Papers 》，　XV ，1973，　No．3．

  　G．P．　Fedotov．　 The 　 Russian 　 Religious　 Mind ．　 Cambridge，　 Massachusetts，
　 1966．

  　G．Gibian．　 Dostoevskij’s　 Use　of 　 Russian 　Felklore．　 In：S工avic 　 Folklore．

　 ASymposium ．　American 　Folklore　 Society．　Philadelphia，1956．

  　大 谷 深 氏 「『罪 と罰 』 に お け る 時 間 と 空 間 」 （「天 理 大 学 学 報 」 第 47輯，ユ966年 ）

 a　註 記  書 中 で フ ェドート フ が デ ィ オ ニ a ソ ス と ロ シ ア 神 話 中 の ヤ リーロ 神 と の パ

　 ラ レ ル 徃 を 指 摘 し て い る 点 は ，マ リ ア の 言 葉 を 考 え る うえ で 重 要 で あ る
。

  　R ．Guardini．　Der 　Mensch 　 und 　 sein 　Glaube．　 Versuche　 Uber 　 religiose 　Exi．

　 stenz 　in　Dostojewskijs　grossen 　 Romanen ．　 Le｛pzig，1932 ； Religi6se　Gestalten

　in　Dostojewskijs　Werk ．　 Studien　Uber　den 　Glauben．　Mlinchen ，195L 　 1932年

　 の も の が入 手 困 難 な の で 両 者 の 閖 係 を 審 らか に しな い 。

函）　Fedotov
，
　ibid．

  　A ．AΦaHacbeB ．1
’
losTMgecKMe　Bo33peH 照 c，laBml 　Ha　npHpoAy ，　T．　L　M ．，1865．

（20　Gibian，　ibid．

  　JL　A ．3aH双ep ．　Ta曲Ha 八〇6pa．　Hpo6 ハeMa 　Ao6pa 　B　TBopqecTBe 双ocToeBcKoro ．

　HoceB，1960，な お こ れ よ り先 に 英 語 版 （1948） 仏 語版 （1952） が 出 さ れ て い る。

鰺　　TaM ｝ice，　CTP ．63−一一98．
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